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会 議 記 録 

 

 高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記

録を公開します。 

会 議 名 令和元年度 第２回高松市在宅医療介護連携推進会議 

開 催 日 時 令和元年７月３１日（水）１９：００～２０：００ 

開 催 場 所 高松市医師会館 ２階 大会議室 

議 題 

１ 第１回 ICT 部会の報告と在宅ケア便利なびの更新について 

２ 第３・４回退院支援・医療介護連携部会と第１回医療介護連携ミーティング

の報告について 

３ 令和元年度在宅医療コーディネーター養成研修会の実施について 

４ 第１回多職種連携研修部会の報告について 

５ 高松市在宅医療支援センターの報告について 

６ その他 

公 開 の 区 分   ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由  

出 席 委 員 

１９人 

吉澤委員長、大原職務代理、井下委員、大橋委員、岡委員、長内委員、片山委員、

香西委員、田中委員、辻委員、永岡委員、中村委員、林委員、坂東委員、古川委

員、松木委員、松本委員、三橋委員、和田委員 

関 係 者 

市医師会事務局（４人） 

その他：医師会（伊藤副会長）、歯科医師会（井上理事）、 

香川県 長寿社会対策課（１人） 

傍 聴 者  ０人 

担 当 課 
及 び 
連 絡 先 

長寿福祉課 地域包括ケア推進係 ８３９－２３４６ 

 在宅医療支援センター ８３９－２３４４ 

介護保険課 ８３９－２３２６ 

地域包括支援センター ８３９－２８１１ 

保健対策課 地域医療対策室 ８３９－３８０５ 

 

協議経過及び協議結果 

１ 第１回 ICT 部会の報告と在宅ケア便利なびの更新について（資料１、１－２、１－３、１－

４） 

○事務局から報告がある。 

（A 委員） 資料１－２の NO．１の変更について、「看護師や保健師等が」を「看護師やリハビ 

リ専門職等が」に変更するという案を「看護職やリハビリ専門職等が」に変更していた 

だけませんか。助産師や保健師が対応する場合もあると思いますので。 

（委員長） ご意見いただいた部分は修正し、それ以外は案のとおり承認でよろしいでしょうか。 

（事務局） 在宅ケア便利帳作成時に事務局側で作成した部分の修正につきましては、市役所の関 

係各課にて確認し、その後、部会の委員の皆様にも了承いただきましたので、事務局の 



2 

 

方で修正いたします。 

（委員長） 現在、在宅ケア便利なびには１５６医療機関が掲載されていますが、そのうち資料１ 

－４の４８か所の医療機関が訪問診療、往診を実施していない現状があります。しかし、 

その中には、後方支援病院や協力病院、これから在宅診療を始めようと検討している医 

療機関も含まれているので、どのような対応をすべきか意見をいただきたいと思いま 

す。 

（B 委員） 私見ですが、この情報を見る主体は市民なので、在宅診療をしていない医療機関は掲 

載しないか、訪問していないという旨の表示をする等、混乱のないようにすべきかと思 

います。 

（医師会副会長） 色々ご意見はあると思いますが、医師会としては従前通りに掲載していただき 

たいと考えています。 

（委員長） フォーマットの問題もありますので、今のところはこのままで掲載させていただきま 

す。 

 

２ 第３・４回退院支援・医療介護連携部会と第１回医療介護連携ミーティングの報告について 

（資料２、２－２、２－３） 

○部会長から報告がある。 

（委員長） 在宅医療介護連携ミーティングは、申込者が１１８名、参加者が１１１名ということ 

で、出席率は９４％でした。積極的に討論がなされており、成熟したグループワークが 

できたと思います。入退院支援ルールについて、大枠では賛成をいただけたのではない 

でしょうか。次回のミーティングでは、入退院支援ルール（案）と情報共有シート（案） 

をまとめた冊子について今回の参加者に再検討していただき、今年度中には完成させて 

広く周知していきたいと思っています。 

（B 委員） 入退院支援情報共有シートとは、自宅での看取りも含めた医師の情報提供書のことで 

しょうか。 

（委員長） 入退院時に、また、病院から施設へといった移行の際に、主にケアマネジャーと医療 

機関のやりとりの中で使用するイメージです。現在も厚労省が作成したシートを活用し 

ている専門職もいらっしゃいますが、統一されていないのが現状です。また、多職種で 

利用するには偏りもあるため、入退院時で同じフォーマットにして、変更点をわかりや 

すく示すことに主眼を置いています。しかし、少し内容が煩雑になっていますので、こ 

れからブラッシュアップしていく必要があると思います。 

（職務代理）シームレス研究会でも、多職種の意見を盛り込むことでシートが詳しくなりすぎ、使 

いにくいという意見が出たことがありました。また、ケアマネジャーが全てを把握する 

のは難しい内容もあるので、試験的に実施する際に議論いただきたいと思います。 

 

３ 令和元年度在宅医療コーディネーター養成研修会の実施について（資料３、３－２） 

○部会長から報告がある。 

（委員長） 在宅医療コーディネーター養成研修会については、定員が４０名と、県内の行政職員 

等の８名が香川県の推薦枠として入るので、合計４８名程度になる予定です。募集期間 

は、８月５日から８月２２日までで、近々申込用紙を発送予定です。応募をするために 
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は、推薦が必ず必要ですが、本会の委員の方は、推薦の権利を有しますので、一人ずつ 

推薦いただければと思います。 

 

４ 第１回多職種連携研修部会の報告について（資料４） 

○部会長から報告がある。 

 

５ 高松市在宅医療支援センターの報告について（資料５） 

○在宅医療支援センターより報告がある。 

（職務代理）全てのことをとりあえず聞いていただける窓口として機能していただきたいと思いま 

す。在宅医療は医療だけでなく、生活支援等も重要なことで、土地や預貯金など資産的 

な問題になると、行政の方も関わっていただかないと難しいのが現状です。 

 

【次回の日程】 

第３回高松市在宅医療介護連携推進会議を、９月２５日（水）１９：００～高松市医師会館に

て開催することとなる。 

 

 


